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本日のタイムテーブル

1

構成 内容 所要時間（分） 形式 詳細

イントロダクション
13:30-14:00

主催者ご挨拶

10

全体 (ひろしま地球環境フォーラム)

講師自己紹介 全体 (日本総研)

本研修の目的・
進め方

全体 目的、進め方

アイスブレイク 15 グループ 自己紹介・グループ紹介

中級振り返り 5 全体 (日本総研)

第1部
業務とSDGsを
紐づけるには
14:00-15:05

講義/ワーク説明 5 全体
SDGs概要
ワーク説明

グループワーク 30 グループ ロジックモデルを書いてみる

発表 15 全体

休憩 15 ―

第2部
社会課題起点の
アクションとは
15:05-16:10

講義/ワーク説明 5 全体
ロジックモデルの考え方-
ワーク説明 社会課題起点 グループ

グループワーク 45 グループ 社会課題起点のロジックモデルを書いてみる

発表 15 全体 各グループ4分ｘ３

クロージング
16:15-16:30

振り返り/質問 10 全体 総括、質疑応答

ご挨拶 5 全体 ご挨拶



イントロダクション
主催者ご挨拶

ひろしま地球環境フォーラム
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講師紹介
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講師紹介

4

橋爪 麻紀子 シニアマネジャー

NTTデータ、国際協力機構（JICA）を経て、2012年より現職。
ESG側面の企業評価業務に従事する傍ら、ESGを重視した金融商品の開発、社会
的インパクトの創出に焦点を置いた活動を行っている。近年では、自治体や地域企
業向けにESGやSDGsに関する講演、執筆を積極的に実施。
共著に「「わたし」のための金融リテラシー」「行職員のための 地域金融×SDGs入門」
「ビジネスパーソンのためのSDGsの教科書」「投資家と企業のためのESG読本」等。

長谷 直子（はせ なおこ）

2002年株式会社日本総合研究所入社。産業ソリューション事業本部を経て
2006年より現職。2007年から2008年まで経済産業省に出向し、地球温暖化
政策などの業務に携わる。専門分野は気候変動・環境問題。評価型融資における
企業評価業務やサステナブル・ファイナンス商品の開発支援を行う。著書に『行職員
のための地域金融ｘSDGs』、『だから日本の新エネルギーはうまくいかない！』（い
ずれも共著）等。



本研修の目的、進め方
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本研修の目的
本研修のセミナー・ワークショップのコンテンツが

参加者の皆様の SDGsやサステナビリティに関する行動のきっかけになることを企図しております。

6

【知る・
考える】

初級・中級

セミナー

【体感する・
議論する】

上級

ワ-クショップ

【計画する・
行動する】

自組織での
SDGsへの
取組み

【広げる・
つなげる】

SDGsへの
取組による
地域の
活性化

「知識の習得」 から 「行動」 へ



アイスブレイク（15分）

参加者は、３チームに分かれています
①チームメンバー各自が、以下3点を共有してください（10分）
②チームの代表が、他チームに自チームを紹介してください（5分）

7

1.お名前
2.現在のお仕事、学んでいることなど
3.どんな社会課題に関心があるか＋その理由



中級講座まで の振り返り
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ロジックモデルで考える
事業や組織が最終的に目指す目的を達成するまでの論理的な道すじを図式化したもの。

異なる立場の人々が、戦略の共通認識を得る、優先施策を決める時などに使う

9

アウトカム

アウトプットにより、
「誰に」「どんな変化、
効果があるか」

例：顧客の変化

アウトカムにより、
「誰に」「どんな変化、
効果があるか」

例：社会の変化

活動 アウトプット

インプットを
用いた
事業活動

活動によって
生み出される

結果
≒

製品やサービス

インプット

製品・サービスを
提供するために
必要な資源

≒
ヒトモノカネ

インパクト
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①なにを「インパクト」と位置付けるべきか：
組織の事業内容や、規模、地域性、ステークホルダーによって

「重要課題（マテリアリティ）」は大きく異なるので、それに見合った「インパクト」を考える

10

重要課題 の特定プロセス

1. 自組織の事業の課題として、「経済、
環境、社会に対して、より大きなイ
ンパクトがあるもの」を洗い出す

2. 自組織のステークホルダーを洗い出
す

3. 「1」課題 と「2」のステークホ
ルダーを組み合わせて、「誰に何
を」を考える

4. ３の優先度を決定する

（例）
1.食品小売の重要課題：
経済：廃棄費用、地域雇用、
環境：ゴミ問題、過剰包装、
社会：騒音、地域交流

2.大事なステークホルダー：
買物客、仕入れ先、地域住民、
物流業者、従業員、商店街

3. ステークホルダーｘ課題：
例：買物客ｘ環境意識促進
例：地域住民ｘ積極採用
例：従業員ｘ地域環境の美化
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②インパクトを測る指標と目標をきめる

11

食品ロスの教育を受
けた人々の意識向上

商店街の事業者の食
品ロスに関する連携促

進 フードバンクへの
寄付の増加(kg)

食品残渣の
廃棄量

減少（kg）

消費行動の変化
（食ロスをめざす商品

の販売実績）

商店街の
食品ロスを
減らすための

PR活動

教育活動の実施

PRメディア発行

アウトカム活動 アウトプット インパクト

（例：食品ロスを減らすためのPR活動）

「食品ロスのPR」がうまくいったかどうかを判断するには、どのような指標にも
とづき、目標を達成するかを決めておく必要がある。
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③インパクトを測定する手法を考える

12

食品ロスの教育を受け
た人々の意識向上

フードバンクへの寄付の
増加

商店街の事業者の食品
ロスに関する連携促進

食品ロス教育を受けた人々の意識の変化を測る
ため、アンケートをとる

食品残渣の減少

商店街の事業者の件数や、
事業者が関わったお客様の数を確認する

商店街の事業者に食品残渣の
廃棄にかかった費用を確認する

当該地域におけるフードバンクへの寄付状況を確
認する

（例：食品ロスを減らすためのPR活動のインパクト測定）

インパクト指標 測定するための手法

出所：日本総研



第1部
ロジックモデルを書いてみる
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本日のタイムテーブル

14

構成 内容 所要時間（分） 形式 詳細

イントロダクション
13:30-14:00

主催者ご挨拶

10

全体 (ひろしま地球環境フォーラム)

講師自己紹介 全体 (日本総研)

本研修の目的・
進め方

全体 目的、進め方

アイスブレイク 15 グループ 自己紹介・グループ紹介

中級振り返り 5 全体 (日本総研)

第1部
業務とSDGsを
紐づけるには
14:00-15:05

講義/ワーク説明 5 全体
SDGs概要
ワーク説明

グループワーク 30 グループ ロジックモデルを書いてみる

発表 15 全体

休憩 15 ―

第2部
社会課題起点の
アクションとは
15:05-16:10

講義/ワーク説明 5 全体
ロジックモデルの考え方-
ワーク説明 社会課題起点 グループ

グループワーク 45 グループ 社会課題起点のロジックモデルを書いてみる

発表 15 全体 各グループ4分ｘ３

クロージング
16:15-16:30

振り返り/質問 10 全体 総括、質疑応答

ご挨拶 5 全体 ご挨拶
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組織でSDGsに取り組むステップ
✓ 手始めに取り組むべきは自社取り組みとの紐付け作業

✓ 情報開示のための紐付作業では「変革」が起きない。社内外での「追加的」取組みが重要

15

STEP1：

事業紐付け、課題把握

実績の情報開示

•株主・投資家

•外部評価機関・自治体

•地域住民・NGO etc.

STEP2:

組織意識改革

•社員のロイヤルティ向上

• ミレニアル世代・Z世代へ
のアプローチ、採用

•事業継承（中小企業）

STEP3:

変革への足掛かり

•新規ビジネス創出

•事業構造の転換

•オープンイノベーション

•第二創業（中小企業）

出所：日本総研作成

いま話していること
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ロジックモデルで考える：事例 食品ロス削減のPR活動
事業や組織が最終的に目指す目的を達成するまでの論理的な道すじを図式化したもの。

異なる立場の人々が、戦略の共通認識を得る、優先施策を決める時などに使う

16

アウトカム

アウトプットにより、
「誰に」「どんな変化、
効果があるか」

例：顧客の変化

アウトカムにより、
「誰に」「どんな変化、
効果があるか」

例：社会の変化

活動 アウトプット

インプットを
用いた
事業活動

活動によって
生み出される

結果
≒

製品やサービス

インプット

製品・サービスを提
供するために
必要な資源

≒
ヒトモノカネ

インパクト

SDGs

SDG以外
の
目標



ロジックモデルは
どんな風に使われているのでしょうか

17
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ロジックモデルの例 国土交通省：地域防災

出所 https://www.mlit.go.jp/common/001414376.pdf



19

ロジックモデルの例 内閣府：地震対策

出所：https://www.cao.go.jp/others/kichou/ebpm/h30/pdf/ebpm_h30_bousai.pdf



20

ロジックモデルの例 ㈱Rehab for Japan
Rehab for Japan（2016年6月設立）は、介護事業所向けリハビリSaaS『リハプラン』を
提供するスタートアップ。機能訓練業務を誰でも簡単・安心・効果的に行える「デイサービス向
けクラウド機能訓練ソフト」を提供する。最新の高齢者データベースをもとに2,200種類の目標
・運動プログラムから最適な計画・訓練を自動で提案。リハビリ業務に必要なすべての機能があ
り、職員の書類業務負担を軽減し、ADLの改善にも貢献。結果として、介護事業所の差別
化・売上アップを支援することで、最終的に健康寿命の延伸や医療費の適正化を目指してい

る。

出所：以下レポートを引用して作成。
https://eucalia.jp/wp-eucalia/wp-content/uploads/2021/06/Impact-Report-2020_CMV.pdf



（グループワーク）
実際にロジックモデルを書いてみましょう

テーマ：防災

21
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【グループワーク】ロジックモデル作成

①模造紙にロジックモデルを作成してください：30分

②終わったチームは模造紙を壁に貼ってください

③各チームで発表頂きます：5分ｘ3チーム

進め方のステップ：

1. 課題を読む

2. 各自が、ポストイットに「インプット」「活動」「アウトプット」「アウトカム」
「インパクト」を思いつくだけ書きだす

3. グループで、そのロジック（因果関係、道すじ）が正しいように
ポストイットを並べてみる

4. 各ポストイットを線で結ぶ

5. 「アウトカム」「インパクト」は指標を考える

6. できあがったら、グループでロジックモデルのストーリーを確認する

7. 発表者を決める

22
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課題：「防災ママカフェ®」

✓ 一般社団法人Smart Supply Vision が提供する、「防災ママカフェ®」は、いざ災害が起きた時に、災

害弱者である乳幼児・未就学児を守らなくてはいけない母親向けの防災講座です。日々家事育児
に忙しく、防災に興味関心のない母親たちに、地震の国に生きる、災害に備えるための「備災」意識
や知識を高めてもらうため、被災した母親たちのリアルな経験と子どもを守る知恵を、映像やスライド、
被災地の母親の声を集めた防災ブックを使い、分かりやすい「ママ語」で伝えます。ママやパパたちが乳
幼児同伴でも参加しやすい場づくり・雰囲気づくりが行われることも特徴です。

✓ 全国各地のママたちが自主的に主催し、東京より講師を招いて開催されており、行政や地域の自
主防災団体などが主催する防災セミナーが集客に苦心する中、2021年４月現在、全国300か所、2
万人を超える方々が参加しています。

✓ 「ママが変わる」「アクションが生まれる」防災講座としてニュースで取り上げられるなど大きな話題になっ
ています。「防災ママカフェ®」に参加した母親たちによるSNSを活用した備災情報共有ネットワークや、
地域自主防災組織の立ち上げなど、全国で新たな動きが広がっています。

23

何が、インプット、アウトプット、
アウトカム、インパクトでしょうか

出所：https://simi.or.jp/info/798
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課題：「防災ママカフェ®」
＜「防災ママカフェ®」開催例＞

①防災ワークショップ（約2時間）

大震災で乳幼児ママが直面した「実際はこうだった！」リアルな体験談から学んで、備えるワークショップ。
映像やスライドの写真、実例をもとに分かりやすい言葉で伝えます。

②防災食試作試食（約30分）

被災地ママの「子どもはまずいと食べない」「食べない備蓄は意味がない」の声から生まれた親子で作って
食べる防災食チャレンジ！発熱剤を使って実際に調理します。

＜メディアでも取材多数！＞

全国各地のママたちの間でSNS・ブログによる口コミが広まり開催地が拡大中。「防災」に興味関心がなか
った乳幼児ママたちの大きな変化、その後の活躍ぶりが注目され、NHKニュース「おはよう日本」、NHK
教育「まいにちスクスク」の親子で防災特集、RKB「今日感テレビ」密着取材他、様々なメディアで多
数紹介されています。

＜ママのための防災ブック「その時ママがすることは？」＞

東日本大震災、熊本地震を経験した約400人の乳幼児ママ達から聞き取った被災経験を元に、地震直
後から1週間くらいまでに「その時何があったのか」「どうやって子どもを守ったのか」、そして、次にやってく

る災害から大切な子どものいのちを守るために「今、ママとして何が出来るか」、を被災したママのリアル
な声から学べる1冊になっています。

24

出所：https://smart-supply.org/speakers/mayu-kamon/mamacafe

何が、インプット、アウトプット、
アウトカム、インパクトでしょうか
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課題：「防災ママカフェ®」

25

出所：https://smart-supply.org/speakers/mayu-kamon/mamacafe



グループ発表
（5分ｘ3チーム）
「ロジックモデルを書いてみる」

26
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「防災ママカフェ®」のロジックモデル案

27
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「防災ママカフェ®」のロジックモデル案

28

「優先取組事項を考える」
どのアウトカムが重要？
因果関係は正しい？ 「事業の最終目標は正しいか」

目指すゴールは
組織に共有できているか？

組織の関係者一同で俯瞰し、共通認識を得る



振り返り・ご質問

作業の目的・内容がわからなかった、

または、やり方に不明点があった場合なども今ご質問ください。

29



30

休憩

15:05にお戻りください



第2部
社会課題起点で

次のアクションを考える

31
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本日のタイムテーブル

32

構成 内容 所要時間（分） 形式 詳細

イントロダクション
13:30-14:00

主催者ご挨拶

10

全体 (ひろしま地球環境フォーラム)

講師自己紹介 全体 (日本総研)

本研修の目的・
進め方

全体 目的、進め方

アイスブレイク 15 グループ 自己紹介・グループ紹介

中級振り返り 5 全体 (日本総研)

第1部
ロジックモデルを
書いてみる
14:00-15:05

講義/ワーク説明 5 全体
SDGs概要
ワーク説明

グループワーク 30 グループ ロジックモデルを書いてみる

発表 15 全体

休憩 15 ―

第2部
社会課題起点の
アクションとは
15:05-16:10

講義/ワーク説明 5 全体
ロジックモデルの考え方-
ワーク説明 社会課題起点 グループ

グループワーク 45 グループ 社会課題起点のロジックモデルを書いてみる

発表 15 全体 各グループ4分ｘ３

クロージング
16:15-16:30

振り返り/質問 10 全体 総括、質疑応答

ご挨拶 5 全体 ご挨拶
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組織でSDGsに取り組むステップ（再掲）
✓ 組織での理解が進み、関心が高まったあとのほうがアクションを起こしやすい。

✓ 業務起点ではなく、SDGs(社会課題)起点で考えていく

33

STEP1：

事業紐付け、実績の情
報開示

•株主・投資家

•外部評価機関・自治体

•地域住民・NGO etc.

STEP2:

組織意識改革

•社員ロイヤルティ向上

• ミレニアル世代・Z世代へ
のアプローチ、採用

•事業継承（中小企業）

STEP3:

成長への足掛かり

•新規ビジネス創出

•事業構造の転換

•オープンイノベーション

•第二創業（中小企業）

出所：日本総研作成
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必要なのはバックキャスティング思考（SDGsコンパス）
✓ SDGsは高い目標までのギャップをすこしずつ埋めていくバックキャスティング思考である

34

出所：ＳＤＧｓコンパス



Copyright (C) 2023 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.

社会課題は複雑であり、一組織では解決できない

35

例：「食品ロス削減」に関連するSDGsのターゲット

✓ 各目標・ターゲットは、その社会課題が複雑であるが故に、相互に関係している

✓ 政府、自治体、企業、市民社会が様々なプレイヤーの連携なしに解決できない
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社会課題は複雑であり、一組織では解決できない

36

例：「食品ロス削減」に関連するSDGsのターゲット

✓ 各目標・ターゲットは、その社会課題が複雑であるが故に、相互に関係している

✓ 政府、自治体、企業、市民社会が様々なプレイヤーの連携なしに解決できない

教育機関や
メディアがで
きること

農家や研究
機関ができる

こと 小売事業者や
消費者ができること

政府、自治体、
企業ができること

廃棄物処理業者
ができること
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STEP3:変革への足掛かり： SDGsを起点に考える

37

✓ 実現したいゴールや長期的目標を設定した上で、中間的な成果目標を逆算（バックキャスティング）
しながら、今やるべきアクションを明確にしていくアプローチ

ほどよい量で
満足できる
健康メニュー
が普及している

可食部を最大
にする

技術・スキルが
開発されている

食品メーカーと
メニューを

共同開発する

味付けが想像
出来る表示が
出来ている

卸売業者は
加工食品の
原材料廃棄を
減らしている

新たな
メニュー開発

飲食店は
調理によって
廃棄量を
減らしている

:
:

コピーライターと
味覚表記を
開発する

出所：日本総研作成

廃棄部分を
食用以外に
活用する

バイオマス
検討原材料を

腐ったり痛まない
輸送方法
で運んでいる

分かりやすい
メニュー表示

:
:
:

これまで廃棄して
いた部分を

使ったメニューを
開発する

XX地域の
食品ロスを

XX％
減らしたい

飲食店は
食べ残し
ゼロにする

飲食店は
食べ残しの
ないメニューが
提供できている

具体的なアクション
解決したい
社会課題

長期目標
5年以上かけて達成する目標

短期目標
1～2年で達成する目標～

【まずはここから】
•メニューの開発に協
力してくれる人・企
業を探して、
食べ残しゼロ
メニューを開発する

:
:

•廃棄部分を
バイオマス事業者
に譲渡する

SDGsから考える自社の目標・アクション（例：飲食店）
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活動の考え方：とにかく気になる課題から考える

38

出所：日本総研作成

食品ロスの減少

そのためには「誰」
が「何」をすれば
実現するのか

そのためには「誰」
が「何」をすれば
実現するのか

そのためには「誰」
が「何」をすれば
実現するのか

そのためには「誰」
が「何」をすれば
実現するのか

そのためには「誰」
が「何」をすれば
実現するのか

そのためには「誰」
が「何」をすれば
実現するのか

解決のためには、自社が主語にならないシナリオが出てきても良い。
あまりにもそれが多い場合、
「果たして自分たちが、それをやることが得策なのか、も併せて考える」

自組織がすることだけでなく、他社や他業界がすること、地方自治体・政府・国際機関がすること

個人・家族・地域社会（学校など）がすることなど、複数の観点と、長期目線で考える



グループワーク（45分）
-SDGs(社会課題)起点で次のアクションを考える-

【進め方骨子】

① 「議論の進行役」・「書記」・「発表者」を決める

② グループで取り組む社会課題を決める

③ それをどの「組織」が主語でやるのかをきめる

④ バックキャスティングで長期（中期）短期目標ー直近アクションをブレスト

⑤ ブレストした結果を（パワポ画面共有を想定）で書いていく

39
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グループワーク 進め方 その１

① まずは「議論の進行役」・「書記」・「発表者」を決めてください （3分）

✓ 進行役：メンバーの発言を促しながら、時間管理する役

✓ 書記：議論内容をワークシートに打ち込んでいき、発表時に画面共有する役

✓ 発表者：実施した内容を最後に発表する役

② 次に、グループで取り組む社会課題を決めてください （10分）

✓ 考え方①：「この顔ぶれ（組織・個人）ならこんなことが出来そう」 と当たりを付けて決める

✓ 考え方②：「解決したいと思う社会課題」や「この達成にぜひ貢献したいと思うSDGs目標」を
ベースに、「これがやりたい」を誰かが語り、他メンバーの同意を得る

✓ 書記役は、決定した社会課題を文字にしてください

✓ この後の「そのためには「誰」が「何」をすれば実現するのか」の連鎖を考える体験が
今日の主眼なので、ここはあまりこだわらずに「えいや」で決めてください。

✓ どうしても決まらない場合、講師に相談してくださってもかまいません。

40



社会課題が決まらないグループへのヒント
（防災）or（地域・まちづくり）

の活動例とインパクト指標を提供しています

41
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グループワーク 進め方 その２

③ ②の解決をどの「組織」が主語でやるのかを決めてください （3分）

✓ 主語を定めておくと、社会課題の解決に向けて 「できること」「できないこと」 が明確になり、
議論しやすい

• 例：「食品加工会社」が「食品ロス」に取り組む場合、原材料の調整はできるが、「飲食店」での残渣
削減はできない ⇒ 解決のためには「飲食店」の協力が必要だ、という気づきにつながる

④ では、定めた「社会課題」「主語」から出発して、バックキャスティングで
長期目標→中期目標→短期目標→直近アクションを考えてみましょう （20分）

✓ 箱の数に拘らず、はじめは多めにアイデアを出すのがおススメ

⑤ アイデアを選んで、最終的に論理チェックして、発表できる形にします （7分）

42
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社会課題設定のヒント：防災の活動分類・活動例

分類 活動の例

防災教育、防災リーダー育成

防災ワークショップ、防災用品のPR、普及啓発用書籍等の
発行・出版、被災体験者の講師派遣、防災教育プログラ
ム、防災教育ファシリテーター育成、防災コーディネーター養
成、防災士資格の普及

自主防災組織活動支援 自主防災組織の構築・活動のコンサルティング

中間支援、ネットワークづくり 防災関連団体の交流事業

要配慮者支援
障害者施設の防災訓練・耐震診断・家具転倒防止、要
援護者の名簿づくり、要援護者一人ひとりの避難計画づく
り

基金 障がい者市民防災活動助成金

被災地・被災者支援 被災女性支援活動、災害救援活動

43

出所：https://simi.or.jp/logic_model/disaster

参考
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社会課題設定のヒント：防災分野のインパクト指標

44

出所：https://simi.or.jp/logic_model/disaster

アウトカム・インパクトのカテゴリ 詳細 指標の例

1.防災意識・知識の向上 1.1.正しい防災意識・知識が身に付いている 防災知識の習得状況

1.防災意識・知識の向上 1.1.正しい防災意識・知識が身に付いている 防災関連資格の取得者数

2.防災関係者間の連携 2.1.多様な防災関係者の連携の機会がある 防災関係者による協議会の実施回数

2.防災関係者間の連携 2.1.多様な防災関係者の連携の機会がある 防災関係者による協議会の構成主体数

3.防災行動力の向上 3.1.防災に関する行動力・心構えが身に付いている 災害時にとるべき行動等の事前確認ができている人の数、割合

4.防災ネットワークの活発化 4.1. 地域の防災人材ﾈｯﾄﾜｰｸが活発化している 地域における防災リーダー数

4.防災ネットワークの活発化 4.2.様々な主体が連携した活動が行われている ステークホルダーとの協議会から生まれた企画数

4.防災ネットワークの活発化 4.2.様々な主体が連携した活動が行われている 協議会により改善された取組の数

5.災害時の支援体制の構築 5.1.災害時の支援等の準備ができている 災害時の支援等の準備の進捗率

6.自助による災害への備えの充実 6.1.屋内外の安全対策が実施できている 家具転倒落下防止器具の設置率

6.自助による災害への備えの充実 6.1.屋内外の安全対策が実施できている 感震ブレーカーの設置率

6.自助による災害への備えの充実 6.1.屋内外の安全対策が実施できている ブロック塀の安全対策の実施率

6.自助による災害への備えの充実 6.2.住宅の耐震化・不燃化ができている 住宅の耐震化率

6.自助による災害への備えの充実 6.2.住宅の耐震化・不燃化ができている 不燃領域率

6.自助による災害への備えの充実 6.2.住宅の耐震化・不燃化ができている 不燃化率

6.自助による災害への備えの充実 6.3.家庭内備蓄が充実している
3日分以上の家庭内備蓄をしている人の割合
携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している人の割合

7.地域防災力の向上 7.1.地域住民に防災行動力が備わっている 自主防災組織の訓練実施率

7.地域防災力の向上 7.2.地域による避難所運営体制が充実している 避難所運営マニュアルの整備状況

7.地域防災力の向上 7.2.地域による避難所運営体制が充実している 避難所運営訓練実施率

7.地域防災力の向上 7.3.災害時の助け合いの体制が整っている 災害時に近隣の人と助け合える関係があると感じる人の割合

7.地域防災力の向上 7.3.災害時の助け合いの体制が整っている 災害時協定締結団体数

7.地域防災力の向上 7.4.企業内備蓄が充実している 従業員用の備蓄をしている企業等の割合

8.災害による被害の減少 8.1.災害時の死者・ケガ人が少ない （※被害想定の死者・ケガ人数）

8.災害による被害の減少 8.2.災害による経済的損失が少ない

9.災害時の生活の確保 9.1.避難生活の必要物資が確保されている

9.災害時の生活の確保 9.2.円滑に避難所運営ができる

参考
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社会課題設定のヒント：地域・まちづくりの活動

45

出所：https://simi.or.jp/logic_model/community-development

（類型１）
都市圏における住民主体のまちづくり

（類型２）
持続可能な中山間地域づくり

課題
住人はいるが地域内での交流や地域課
題に関する話し合いの場がない

地域に経済基盤がなく、人口の流出が
止まらず、少子高齢化、過疎化に
悩まされている

めざす
アウトカム

地域のソーシャルキャピタルが
増大する

・地域の担い手の増加
（ヒト）
・地域の経済発展
（カネ）

めざすインパクト地域の活性化が進む 地域の持続性が向上する

活動例

・幅広い世代の地域住民を対象とした
コミュニティカフェの運営
・まちづくりに関する様々なイベント
や講座の開催
・街の情報を発信するフリーペーペー
の発行

・特産品加工推進事業、販売事業
・生きがい文化事業（竹細工、陶芸
など）

参考
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社会課題設定のヒント：地域・まちづくりの活動 類型１

46

出所：https://simi.or.jp/logic_model/disaster

アウトカム・インパクトのカテゴリ 詳細 指標の例

1. 人の集まる場
ができる

1.1. 地域内の知り合いが増える 地域内の友人・知人が増加した人の数、割合

1. 人の集まる場
ができる

1.2. 組織や職業を超えた交流が生まれる 組織や職業が異なる友人・知人が増加した人の数、割合

2. 共感づくりが進む 2.1. 関心や問題意識の共有が進む 地域課題に関心がある人の数、割合

2. 共感づくりが進む 2.2. 市民の発意が醸成される
地域活動の立ち上げ、もしくは参加を検討している人の数、
割合

3. 参加や活躍の機会が増える 3.1. チャレンジしてみる機会が増える 地域づくりへの参加の機会が増えた人の数、割合

3. 参加や活躍の機会が増える 3.2. リーダーシップやコミットメントが育つ 新規市民プロジェクト・ボランティア活動発起数

3. 参加や活躍の機会が増える 3.2. リーダーシップやコミットメントが育つ 市民プロジェクト・ボランティア活動への新規参加者数

3. 参加や活躍の機会が増える 3.3. 企画力や運営力がつく 講座等で学んだ内容を現場で実践した人の数、割合

4. 地域のソーシャルキャピタルが増大する 4.1. 地域の人のネットワークが強くなる
困った時に相談できる人や場所がまわりに存在する人の数、
割合

4. 地域のソーシャルキャピタルが増大する 4.2. 地域の中間支援機能（つなぐ力）が充実する
地域内で中間支援機能を果たしている組織（NPOなど）の

数とそれぞれの組織の会員、講座受講者、事業参加者等
の数

4. 地域のソーシャルキャピタルが増大する 4.3. 地域が人を育てる力をもつ
生涯学習など自発的に学ぶ機会、施設が十分にあると感じ
る人の割合

4. 地域のソーシャルキャピタルが増大する 4.4. 災害時の助け合いが活発になる 災害時に近隣の人と助け合う関係があると感じる人の割合

5. 地域の活性化が進む 5.1. 地域活動が活発になる 主体的に地域づくりを行っている自治会、学校（PTA）、NPO
などが増えたと感じる人の割合

5. 地域の活性化が進む 5.2 地域課題への取り組み力が増大する 市民団体（地縁組織含む）・民間企業による地域課題解決
活動の種類、数、受益者数

参考
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社会課題設定のヒント：地域・まちづくりの活動 類型２
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出所：https://simi.or.jp/logic_model/community-development

アウトカム・インパクトのカテゴリ 詳細 指標の例

1. 人の集まる場ができる 1.3 世代間交流が進む 異なる世代の友人・知人が増加した人の数、割合

1. 人の集まる場ができる
1.4 地元出身者と新規流入者の交流が進
む

地元出身者と新規流入者が交流する場の開催数と
参加者数

6. 地元のプライドが
高まる

6.1. 地域の歴史や伝統が見直される 文化遺産の保存継承の程度

6. 地元のプライドが
高まる

6.2. 地域の魅力に気づく 地域に魅力を感じる人の数、割合

7. 地域の収入が増える 7. 地域の収入が増える 地域別年間商品販売額

8. 地域の担い手の増加 8.1. 知識や技能の受け渡しが進む
地域資源の普及・教育・共有が盛んであると考える
人の割合

8. 地域の担い手の増加 8.2. 交流人口、UJIターン者が増加する 観光交流客数

8. 地域の担い手の増加
8.2. 交流人口、UJIターン者が増加する

他の地域から移ってくる人が増えたと感じる人の割
合

9. 地域の経済発展 9.1. 経済の地域循環が進む 地域経済循環率

9. 地域の経済発展 9.2 伝統産業の復興が進む
伝統産業において新たに開発、もしくは復刻した商
品の数、売上

10. 地域の持続性が向上する 10.1. 地域の文化や産業が引き継がれる 地域産業の後継者がいると考える人の割合

10. 地域の持続性が向上する
10.2. 地域内の職業機会と働き手が増加す
る

地域に雇用の機会は多いと考える人の割合

10. 地域の持続性が向上する
10.2. 地域内の職業機会と働き手が増加す
る

地域に就職する若者が増えたと感じる人の割合

参考
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模造紙の書き方

✓ モデルの左端、「最終ゴール」に社会課題を入れる（自社だけで解決できないものも可）

✓ 左から順に、長期、中期、短期で、どのような状態になれば良いかを考える（中期はなくても可）

✓ 短期目標を実現するために、1年以内に実行するアクションを考える

✓ 決定した長期、中期、短期の目標は測定可能なものになっている？ 論理展開を確認
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1年以内のアクション長期的目標 ～ 中期的目標 ～ 短期的目標最終ゴール

SDGsから考える自社の目標・アクション

最終的に達成
したいゴール

最終ゴールを実
現するためにどう
なっていればよい

か

長期的目標を実
現するためにどう
なっていればよいか

中期的目標を実
現するためにはどう
なっていればよい

か

短期的目標を
実現するためには
今 何をしたらよいか



模造紙（記入例）
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1年以内のアクション長期的目標 ～ 中期的目標 ～ 短期的目標最終ゴール

SDGsから考える自社の目標・アクション

最終的に達成
したいゴール

最終ゴールを実現するた
めにどうなっていればよいか

長期目標を実現するために
はどうなっていればよいか

短期的目標を
実現するためには
今 何をしたらよいか

組織名： プラスチック加工のXXX社

取り組む課題： 広島の海岸ゴミを減らす

広島県の
海岸ゴミを
ゼロにする

漂着物に多い
XXXXやXXXXは
利用禁止とし、

代替品が使われるようになっ
ている

海岸清掃した廃棄物処理
の仕組みをつくる

漂着物に多い
XXXXやXXXXの代替品の
検討、研究開発をすすめる

市民団体、漁協に働きかけ
をおこない、海岸清掃を組

織化する

・どのような漂着物が多いか
を調査分析する

・海岸清掃に取り組む団体
を探す・自治体に紹介して

もらう

・啓発のための宣伝活動を
行う



各チーム発表
（５分ｘ３チーム）

50

① 発表者のお名前

② 組織名

③ 取り組む課題

④ ストーリー説明

最終ゴール-目標-アクション

⑤ ひとこと ご感想
作業が間に合わなかったチーム

は、
「どこがボトルネックだったか」を

教えてください



クロージング
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本日のタイムテーブル

52

構成 内容 所要時間（分） 形式 詳細

イントロダクション
13:30-14:00

主催者ご挨拶

10

全体 (ひろしま地球環境フォーラム)

講師自己紹介 全体 (日本総研)

本研修の目的・
進め方

全体 目的、進め方

アイスブレイク 15 グループ 自己紹介・グループ紹介

中級振り返り 5 全体 (日本総研)

第1部
業務とSDGsを
紐づけるには
14:00-15:05

講義/ワーク説明 5 全体
SDGs概要
ワーク説明

グループワーク 30 グループ ロジックモデルを書いてみる

発表 15 全体

休憩 15 ―

第2部
社会課題起点の
アクションとは
15:05-16:10

講義/ワーク説明 5 全体
ロジックモデルの考え方-
ワーク説明 社会課題起点 グループ

グループワーク 45 グループ 社会課題起点のロジックモデルを書いてみる

発表 15 全体 各グループ4分ｘ３

クロージング
16:15-16:30

振り返り/質問 10 全体 総括、質疑応答

ご挨拶 5 全体 ご挨拶



講評・振り返り
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・作業の意味がわからなかった、または、

やり方に不明点があった場合などもご質問ください。

・研修以外の質問でも良いです。
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3時間の振り返り

54

• 紐づけの目的、現状把握、課題把握、ステークホルダへのレスポ

ンスを考えること

• ロジックモデルの完成が目的ではない

• 作成するプロセスにおける変化のストーリー、最終目標への共通

認識を得ることが重要

第1部

ロジックモデルを

書いてみる

• 紐づけに留まらず、社会課題起点でのアクションを考えることが、

SDGsがもとめる「変革」

• 図解を完成させることが目的ではない

• 社会課題解決のための計画策定のプロセスで判明する、不足リ

ソースを補うために、多様な主体の協力を得るかを考えることが

大事 （いずれの目標も一人では達成できない）

第2部

社会課題起点の

アクションとは
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本研修の目的
本研修のセミナー・ワークショップのコンテンツが

参加者の皆様の SDGsやサステナビリティに関するアクションのきっかけになることを企図しております。
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【知る・
考える】

初級・中級

セミナー

【体感する・
議論する】

上級

ワ-クショップ

【計画する・
行動する】

自組織での
SDGsへの
取組み

【広げる・
つなげる】

SDGsへの
取組による
地域の
活性化

「知識の習得」 から 「行動」 へ

このあと、対話してみたい「誰か」の
イメージを抱くことが大事



研修の内容でも、それ以外でも良いです。
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ご質問
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主催者ご挨拶
ひろしま地球環境フォーラム
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長時間おつかれさまでした。
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本資料は、 ひろしま地球環境フォーラム セミナー・ワークショップ資料 として取りまとめました。
本資料に記載している情報、意見等は、資料作成時点における公開情報または非公開情報を元にした
当社の判断に基づくものであり、正確性、完全性を保証するものではありません。

本資料に関しますお問い合わせ、ご確認は下記までお願いいたします。

本資料の著作権は株式会社日本総合研究所に帰属します。

株式会社日本総合研究所

橋爪 麻紀子
hashizume.makiko@jri.co.jp 本研修内容へのご質問は

メールで受け付けております

mailto:hashizume.makiko@jri.co.jp

